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林 誠治･日片文夫 ･大蔵 聡 ･清水慶子
(研究概要)
A)詔長籾脳内生q!活性物質一分布特性と発生 ･
発達 ･加齢一
林 基約･大平桝司1)･光永総子 2)･
伊藤麻田子3)･清水慶子
(1)免疫組械化学法によってマカクサルの
海馬におけるBDNF含布細胞の分布とその発達加
齢を調べた｡その結A.BDNFは胎生140日におい
て歯状回の和地細胞､CAl-CA3の錐体細胞に発
現していた｡生後6ケ月において細胞内のBDNF
丑は最も多かった.この時Jnはマカクサルの梅馬
のシナプス数は広大となることが知られているの
で.BDNFはシナプスの形成に関与することが予
想された｡さらに30歳ごろまで加齢が進んだ梅馬
では.抑粒細胞や錐体細胞のBDNFfaは顕著に減
少し.BDNFの減少がマカクサルの脳老化と関わ
る可能性を示唆した｡
(2)マカクサル小脳のプルキンエ細胞にお
けるチロシンキナーゼをもつTrkBと持たない
TrkBの免疫組約化学を行い､両者が共存する細
胞のあることを兄い出した｡現在免疫屯田をもち
いて両者の細胞内局在を調べている｡
(3)神経成長因子(NGF)と脳由来神経栄養
因子 (BDNF)に対する特兄的な酵素免疫測定法を
開発した｡現在､マカクサルの中枢神経系､内分
泌系におけるそれらの因子の分布とその発達､加
齢を調べている｡
a)パッチクランプ法による血管内皮および血管
平滑筋の電気的応答に関する研究
日片文夫
神経.筋肉等の興奮性細胞の機能は彼等の
細胞膜の両気的性質に大きく依存する｡股の屯気
的特性は外部から人為的に流された屯流に対する
股の反応を祝祭することにより知ることができ
る｡しかし､m招点は退確方法により膜の反応性
が兄なることにあり､これまで､屯気生理学の研
究分野において主要な未解決主題として残されて
きた｡本研究虫では兄なる2つの通電方法-バッ
チクランプ法と隔維持法-を用い.細胞外通電と
細胞内通矧 こ対する非分離血管内皮細胞の反応を
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